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②

第 5 7 回 市 民 体 育 祭

大  会  結  果
【個人種目】　1位のみ記載（敬称略）

 赤字は大会新記録
種目 地区 氏名 記録

100 ｍ走

小学生
女 Ａ 伊関 波江野　美花 16 秒 1
Ｂ 現和 榎本　晴 15 秒 7

男 Ａ 上西 平原　龍之介 14 秒 4
Ｂ 現和 大田　玲生 14 秒 5

中学生
女 Ａ 安納 山田　優愛 14 秒 5
Ｂ 下西 坂上　友希乃 14 秒 0

男 Ａ 伊関 矢吹　凪琉 11 秒 6
Ｂ 下西 長渡　遼翔 11 秒 2

高校生
女 Ａ 安城 上妻　桃子 14 秒 8
Ｂ 榕城上 坂元　美友 13 秒 6

男 Ａ 安納 山﨑　翼 11 秒 7
Ｂ 下西 森園　拓斗 11 秒 5

一般
共通 女 Ａ 上西 白川　瑞姫 16 秒 0

Ｂ 榕城下 神宮司　千優 14 秒 9
30 歳
未満 男 Ａ 上西 平原　大成 12 秒 4

Ｂ 現和 赤木　大洋 12 秒 5
30 歳
　 代 男 Ａ 伊関 古田　隆博 12 秒 1

Ｂ 下西 川下　良 12 秒 5
40 歳
　 代 男 Ａ 安納 横峯　拓史 13 秒 2

Ｂ 下西 中川　拓郎 11 秒 9
50 歳
　 代 男 Ａ 安納 上野　智一 15 秒 1

Ｂ 榕城下 大田　太 13 秒 4
※ 1500 ｍ走
男 榎本　宇宙 4分 36 秒 5

【団体種目】1位のみ記載
種目 地区 記録

10 人
　なわとび

A 伊関 63 回
B 榕城上 109 回

なひか～と～
らんと～？

A 安城 10 点
B 現和 12 点

輪まわし A 古田 4分 39 秒 7
B 榕城下 4分 09 秒 6

水ききん A 伊関 4分 58 秒 2
B 国上 4分 51 秒 3

お手玉
　　入れ

男 A 安納 125 個
B 住吉 139 個

女 A 伊関 107 個
B 国上   99 個

男女混合
総合リレー

A 伊関 2分 58 秒 6
B 下西 2分 48 秒 3

※生涯
　リレー

Ａ 上西 3分 27 秒 9
Ｂ 下西 3分 22 秒 2

※小中学生
800ｍリレー

A 古田 2分 14 秒 7
B 下西 2分 00 秒 5

※印は、採点外の種目です。

Ｂブロック
順位 地区 得点 備考
優勝 下西  91 点
２位 榕城下  76 点 躍進賞
３位 榕城上  74 点
４位 国上  70 点
５位 現和  65 点
６位 住吉  60 点

Ａブロック
順位 地区 得点 備考
優勝 伊関  96 点 33 年連続
２位 安納  88 点 躍進賞
３位 上西  75 点
４位 古田・中割  75 点
５位 安城  66 点

令和元年度市体育協会表彰
 ● 社会体育功労者賞
  　河野　博康　　坂口　和朗
 ● 優秀選手賞
  　吉元　芯（下西小 5年）

※敬称略

※総合成績は、得点が同点の場合、
総合リレーの順位で決定します。

受
賞
し
た
河
野
さ
ん

（
右
）
と
吉
元
さ
ん
、

坂
口
さ
ん
は
当
日
欠
席

▲

伊関 33連覇 下西優勝奪還

市政の窓



③

きばいやんせダンス

10人なわとび なひか～と～らんと～？ 輪まわしリレー

水ききん

30歳未満 100 ｍ走

お手玉入れ

中学生男子 100 ｍ走
　新記録の長渡さん（下西）

　

10
月
13
日
（
日
）、
市
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
第
57
回
市
民
体
育
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

台
風
の
接
近
に
よ
り
開
催
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
体
育
祭
日
和
の

秋
晴
れ
。
種
子
島
中
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
の
演
奏
や
、
市
内
園
児
の
か
わ
い

い
ダ
ン
ス
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

各
地
区
、
団
結
力
・
練
習
の
成
果

を
充
分
に
発
揮
。
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
中
学
生

１
０
０
ｍ
走
男
子
」
で
は
、
長
渡
遼
翔

さ
ん
（
下
西
）
が
32
年
ぶ
り
に
記
録
を

塗
り
替
え
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
テ
ン
ト
で
は
、
熱
の
こ

も
っ
た
応
援
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
声
援
に
、
会
場
は
笑
顔
と
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
伊
関

地
区
が
33
連
覇
を
達
成
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
下
西
地
区
が
優
勝
を
奪
還
し
ま
し

た
。
伊
関
、
下
西
地
区
に
は
、
前
回
大

会
で
新
調
さ
れ
た
優
勝
旗
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
年
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
か
ご
し
ま
国

体
な
ど
に
向
け
、
機
運
が
高
ま
る
昨
今
。

　

今
回
の
市
民
体
育
祭
も
、
選
手
、
役

員
、
応
援
が
一
丸
と
な
っ
て
熱
く
盛
り

上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

幼児おゆうぎお揃いのタオルを掲げ入場 種子島中マーチングバンドで幕開け

小・中学生800ｍリレー

市政の窓



　

９
月
19
日
（
木
）
〜
21
日
（
土
）、

日
本
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
（
Ｊ
Ｐ
Ｓ

Ａ
）
が
主
催
す
る
プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
ツ

ア
ー
と
プ
ロ
ト
ラ
イ
ア
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
回
目
の
種
子
島
開
催
と
な
っ
た
今

大
会
は
、
竹
崎
海
岸
（
南
種
子
町
）
と

よ
き
の
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
サ
ー

フ
ィ
ン
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
が
華
麗
な
技
を

披
露
。
繰
り
出
さ
れ
る
大
技
に
会
場
か

ら
は
歓
声
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
本
市
か
ら
日
髙
涼
太

さ
ん
（
納
曽
）、山
口
輝
行
さ
ん
（
軍
場
）

が
出
場
し
た
ほ
か
、
島
内
か
ら
男
女
３

名
が
本
戦
に
挑
み
ま
し
た
。
中
で
も
須

田
那
月
さ
ん
（
中
種
子
町
）
が
、
女
子

の
部
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

山口輝行さん

Ｓ
サ ー フ

ｕｒｆ Ｉ
ア イ ラ ン ド

ｓｌａｎｄ
　　　　  種子島プロ

島
内
選
手
出
場   

華
麗
な
技
競
う

日髙涼太さん

須田那月さん

今
も
残
る
種
子
島
の
陶
芸

　

９
月
26
日
（
木
）、「
種
子
島
古
窯
め

ぐ
り
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
贈
呈
式
が
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
種
子
島
に
残
る
焼
き
物
を

保
存
し
、
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
株
式
会
社

ユ
ニ
ケ
ミ
ー
（
濱
地
光
男
代
表
取
締
役

会
長
）
が
作
成
し
た
も
の
で
、
初
版

３
０
０
０
部
を
市
と
種
子
島
観
光
協
会

に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
出
席
し
た
、
陶
房
六
大
の

木
下
裕
一
さ
ん
は
、「
島
内
外
の
人
に
、

種
子
島
に
焼
き
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
役
所
２
階
経

済
観
光
課
及
び
種
子
島
観
光
協
会
（
西

町
）
窓
口
に
設
置
し
て
お
り
、
体
験
や

見
学
の
案
内
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

種子島に

　

藩
政
時
代
の
種
子
島
の
陶
器
は
、
能

野
窯
で
焼
か
れ
、
市
指
定
文
化
財
と
し

て
窯
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
島
内
で
焼
か
れ
る
も
の
を

「
種
子
島
焼
」
と
呼
び
、
い
ず
れ
の
窯

で
も
登
り
窯
、
穴
窯
で
薪
を
焚
き
、
陶

土
の
採
取
か
ら
す
べ
て
の
工
程
を
陶
工

１
人
で
行
っ
て
い
ま
す
。

体
験
・
見
学
も
で
き
る

　
　
　
　

種
子
島
古
窯
め
ぐ
り

焼き物あり
　現在種子島にある窯元は、「能野焼窯元福元陶苑」、
「種子島南蛮住

すみ の え

吉窯」、「種子島焼葉山窯」、「種子島無比、
「陶房六大」の５か所で、本市に集中しています。

※内容は種子島古窯めぐりリーフレットから引用

④市政の窓



今
年
も
か
ら
い
も
を
献
上

　
　
　
　
　
　

   

大
瀬
良
行
さ
ん

安
納
い
も
を
収
穫
（
安
納
小
）

　

10
月
12
日
（
土
）、
安
納
小
学
校
の
児

童
が
、
安
納
い
も
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
５
月
下
旬
に
学
習
農
園
に

苗
を
植
え
、
草
取
り
な
ど
の
手
入
れ
も

行
い
、
い
も
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
約
６
０
０
㎏
の
安
納
い

も
を
収
穫
。
児
童
は
、
収
穫
し
た
安
納

い
も
を
手
に
満
足
気
な
表
情
で
し
た
。

　

今
年
も
収
穫
し
た
安
納
い
も
の
一
部

を
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊
本
県
内

の
小
学
校
２
校
へ
送
付
す
る
予
定
で
す
。

米
寿
を
祝
う
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

９
月
27
日
（
金
）、
米
寿
を
祝
う
会
を

市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会

は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
長
寿
を
祝

福
し
敬
老
の
意
を
表
す
る
も
の
で
、
今
年

度
の
対
象
者
は
１
１
２
名
（
当
日
参
加
者

26
名
）。
舞
台
上
で
は
、
代
表
で
射
場
利

雄
さ
ん
（
番
屋
峯
）
に
表
彰
状
と
敬
老
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
や
舞
踊
、
寸
劇
、

合
唱
も
披
露
さ
れ
、
家
族
や
親
戚
、
地
域

の
方
々
と
と
も
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

１
０
１
歳
以
上
の
方
を
敬
老
訪
問

　

９
月
18
日
（
水
）、
市
長
、
議
長
、
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
が
、
長
寿
を
祝
福
す

る
た
め
１
０
１
歳
以
上
の
方
の
ご
自
宅

や
施
設
を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

９
月
末
現
在
、
本
市
の
１
０
１
歳
以
上

の
方
（
大
正
７
年
９
月
30
日
以
前
生
）
は ▲敬老訪問の様子（羽生俊江さんとご家族）

９
名
で
、
最
高
齢
者
は
上
村
ハ
ツ
ヱ
さ
ん

（
榕
城
中
目
）
の
１
０
４
歳
で
す
。

　

訪
問
の
際
は
、
１
０
１
歳
以
上
と
は
思

え
な
い
程
元
気
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
ご
長
寿
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

代表で登壇した射場利雄さん

　

時
の
島
主
種
子
島
久
基
は
、
１
６
９
８

年
に
琉
球
国
王
か
ら
お
く
ら
れ
た「
甘
藷
」

に
注
目
。
依
頼
を
受
け
た
大
瀬
休
左
衛
門

が
、
栽
培
に
成
功
し
、
飢
饉
や
災
害
に
苦

し
ん
で
い
た
島
を
救
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
感
謝
し
、
収
穫
時
期
に
は
栖
林

神
社
（
か
ら
い
も
神
社
）
と
大
瀬
休
左
衛

門
夫
婦
の
墓
（
下
石
寺
）
に
か
ら
い
も
を

供
え
る
習
わ
し
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

10
月
18
日
（
金
）、
大
瀬
休
左
衛
門
の

子
孫
で
あ
る
大
瀬
良
行
さ
ん
が
、
か
ら

い
も
神
社
へ
今
年
の
か
ら
い
も
（
安
納

芋
、
紫
芋
、
シ
ロ
ユ
タ
カ
な
ど
）
を
献

上
し
ま
し
た
。

か ら い も
の 季 節収 穫

　
 ま

  ち  の

 ご
 長  寿 さ

 ん

⑤ 市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

⑥

　

９
月
20
日
（
金
）、
伊
関
校
区
紀
徳
祭

が
伊
関
小
学
校
多
目
的
教
室
（
雨
天
の

た
め
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
、
先
人
は

漂
着
し
た
米
国
商
船
カ
シ
ミ
ア
号
遭
難

者
の
介
抱
に
誠
意
を
尽
く
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
お
礼
に
と
贈
ら
れ
た
お

金
は
、
教
育
の
発
展
・
充
実
の
た
め
に

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

紀
徳
祭
は
、
こ
の
先
人
の
美
徳
を
称

え
、
そ
の
精
神
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

続
け
ら
れ
て
お
り
、
同
校
入
口
付
近
に

は
紀
徳
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
人
の
美
徳
を
継
承　

令
和
元
年
度
紀
徳
祭

元
幕
内
力
士
西
乃
龍
関
が
来
庁　

長
男
龍
太
朗
さ
ん
も
角
界
へ

　

９
月
24
日
（
火
）、
元
幕
内
力
士
西

乃
龍
関
（
56
）
と
下
村
龍
太
朗
さ
ん
（
大

阪
府
・
19
）
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　

西
乃
龍
関
は
、
本
市
久
保
田
出
身
で

出
羽
海
部
屋
に
所
属
し
た
力
士
。
長
男

の
龍
太
朗
さ
ん
は
、
埼
玉
栄
高
校
相
撲

部
か
ら
境
川
部
屋
に
入
門
。
昨
年
の
九

州
場
所
で
初
土
俵
を
踏
ん
で
い
ま
す
。

最
高
位
は
三
段
目
八
十
九
枚
目
。

　

龍
太
朗
さ
ん
は
、「
早
く
十
両
に
上

が
れ
る
よ
う
稽
古
に
励
み
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。
11
月
か
ら
始

ま
る
九
州
場
所
に
出
場
し
ま
す
。

西乃龍関（左）と下村龍太朗さん（中央）

集
落
支
援
員
（
上
西
）
が
就
任

　

10
月
１
日（
火
）、

集
落
支
援
員
へ
の

委
嘱
状
交
付
を
市

役
所
で
行
い
、
馬

場
信
一
さ
ん
が
新

た
に
集
落
支
援
員

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
は
、
高
齢
者
・
子
ど
も

見
守
り
サ
ポ
ー
ト
、
集
落
点
検
の
実
施
、

校
区
運
営
・
行
政
連
絡
サ
ポ
ー
ト
等
に

取
組
み
ま
す
。

　

馬
場
さ
ん
は
、
上
西
校
区
の
担
当
と

し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。

出
郷
者
と
ゴ
ル
フ
で
交
流　

第
９
回
種
子
島
ふ
る
さ
と
交
流
大
会

　

10
月
５
日
（
土
）、
ふ
る
さ
と
交
流

大
会
を
種
子
島
ゴ
ル
フ
リ
ゾ
ー
ト
で
開

催
し
、
出
郷
者
８
名
、
地
元
75
名
の
計

83
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
大
会
は
３
年
ぶ
り
に
晴
天
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
は
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
も
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

夜
の
交
流
会
に
も
54
名
が
参
加
。
市
内

28
事
業
者
協
賛
の
品
を
、
ゴ
ル
フ
大
会
の

賞
品
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
郷

者
の
方
々
も
、
ふ
る
さ
と
の
話
に
花
を
咲

か
せ
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
９
日
（
水
）
飛
鳥
Ⅱ
寄
港

10月30日（水）、今年2回目の寄港が予定されています。

市政の窓



ま・ち・の・わ・だ・い

記
録
に
挑
戦
！
西
之
表
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

　

10
月
16
日
（
水
）、
令
和
元
年
度
西

之
表
市
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
、
市
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
市
内
小
学
校
の
５
・

６
年
生
２
６
６
名
が
出
場
。
各
児
童
が

短
距
離
走
や
ハ
ー
ド
ル
走
、
８
０
０
ｍ

走
、
リ
レ
ー
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高

跳
び
な
ど
の
競
技
で
記
録
に
挑
み
ま
し

た
。

　

児
童
は
全
力
で
競
技
に
臨
み
、
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
出
場
競
技
以
外
で
は
、
大
き
な
声

で
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員　

長
深
田
稔
さ
ん　

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

10
月
２
日
（
水
）、長
深
田
稔
さ
ん
（
総

務
省
行
政
相
談
委
員
・
西
之
表
市
担
当
）

が
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

長
深
田
さ
ん
は
、
平
成
17
年
度
に
行

政
相
談
委
員
に
就
任
。
行
政
機
関
へ
の

苦
情
・
要
望
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
相

談
を
受
け
る
「
行
政
相
談
所
」
を
、
市

民
会
館
や
各
校
区
へ
の
巡
回
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
国

民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解
決
に
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

表彰式に娘さんと出席した長深田稔さん（左）

　　　　　11月中旬頃通知
　　　　　　裁判員・検察審査員候補者
　「裁判員」、「検察審査員」の候補者は、選挙
権を有する 20 歳以上の県民からくじで選定さ
れます。
　令和２年度の候補者に選ばれた方には、11 月
中旬頃に次の通知が届きます。

　国民が司法に参加する 2つの制度です。ぜひ、
ご協力ください。
　ご不明な点は、それぞれの下記の連絡先へお
問い合わせください。

■問い合わせ先
　《裁判員》
　鹿児島地方裁判所刑事部裁判員係
　☎ 099‐222‐7157
　《検察審査員》
　鹿児島検察審査会事務局
　☎ 099‐808‐3719

● 裁判員候補者名簿への記載のお知らせ
● 検察審査員候補者名簿への記載のお知らせ

お 知 ら せ 　　　　　種子島空港「空の日」イベント

　種子島空港では、次のとおり「空の日」イベ
ントを開催します。記念品も準備していますの
で、ぜひご来場ください。（数量限定、先着順）
【日時】11 月 16 日（土）10：00 ～ 14：00
【場所】種子島空港内
【内容】
● 空港内エプロン・滑走路見学、化学消防車見学
● FDA 機の機体見学（13：00 ～ 14：00）
　※内容変更や中止の場合があります。
● グッズ、カレー販売　　　　　　　　　など

■問い合わせ先
　種子島空港管理事務所　☎ 27‐5111

イ ベ ン ト

FDA（フジドリームエアラインズ）機

⑦ 市政の窓



⑧

【材料】（４人分）
キビナゴ……400g
きゅうり……200g
乾燥わかめ…5g
しょうが……20g
塩………少々

【作り方】
①　キビナゴは開いて頭、内臓、骨、尾、ヒレをとる。
②　小口切りにしたきゅうりに軽く塩をふり、しん
　なりするまで置く。
③　わかめは水で戻し、ざるに取りお湯をかける。
④　しょうがの皮をむき、せん切りにする。
⑤　ごまをすりばちですり、調味料を加え混ぜる。
⑥　キビナゴをたたき、きゅうり、わかめと和え、⑤を加えて味を調え、盛り付ける。
⑦　④のしょうがをのせる。

第 150 弾

キビナゴのゴマ酢和え
ごまのコクと香りをプラス★種子島の旬の食材を

　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24-3233

ごま………大さじ 4
しょうゆ…大さじ 2
砂糖………大さじ 1
酢…………大さじ 2

市
長
独
言
№ 31
…
能
野
焼
の
輝
き

　

種
子
島
を
訪
れ
る
人
々
の
中
で
、
能
野
焼
を
「
よ
き
の
や
き
」
と
正
し
く
読
ん

で
く
れ
る
人
は
、
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
か
ね
て
か
ら
口
惜
し
く
思
う
中
、
株
式

会
社
ユ
ニ
ケ
ミ
ー
が
島
内
五
つ
の
窯
元
と
焼
き
物
の
歴
史
を
紹
介
す
る
「
種
子
島

　

古
窯
め
ぐ
り
」
と
題
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
、
西
之
表
市
と
種
子
島
観

光
協
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
（
本
号
４
㌻
参
照
）。

　

能
野
焼
は
、
江
戸
期
頃
か
ら
明
治
期
ま
で
住
吉
の
能
野
で
焼
か
れ
ま
し
た
。
起

源
は
、
①
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
で
出
陣
し
た
種
子
島
家
16
代
島
主
久
時
が
伝
え

た
②
薩
摩
の
陶
工
が
琉
球
か
ら
の
帰
路
、
種
子
島
に
住
み
つ
き
窯
を
開
い
た
③
薩

摩
の
苗
代
川
か
ら
渡
来
し
た
、
な
ど
の
説
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

能
野
焼
と
い
え
ば
、
東
京
出
身
で
種
子
島

に
移
り
住
み
、
種
子
島
や
屋
久
島
を
め
ぐ

る
小
説
を
著
し
た
作
家
、
家
坂
洋
子
さ
ん

（
１
９
２
８
〜
２
０
１
１
）
の
短
編
「
窯
ぐ
れ

作
次
郎
」
を
思
い
出
し
ま
す
。
16
世
紀
末
の

文
禄
年
間
に
唐
津
か
ら
苗
代
川
を
経
て
能
野

に
渡
っ
た
と
い
う
設
定
の
陶
工
が
主
人
公
で
、

能
野
焼
の
歴
史
が
し
の
ば
れ
る
作
品
で
す
。

　

現
代
で
は
、
能
野
焼
を
「
幻
の
名
器
」
と

し
て
珍
重
す
る
愛
好
家
も
少
な
く
な
く
、
一

部
作
品
と
窯
跡
は
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て

い
ま
す
。
途
絶
を
惜
し
ん
で
１
９
７
１
年
、

復
興
を
視
野
に
有
志
が
唐
津
の
陶
芸
家
を
能
野
に
招
い
て
窯
を
開
い
た
こ
と
も
あ

り
、
以
来
、「
種
子
島
焼
」
の
呼
び
名
も
使
わ
れ
ま
す
。

　

島
内
の
窯
元
は
戦
後
の
最
盛
期
に
は
12
を
数
え
た
も
の
の
、今
は
市
内
に
五
つ
。

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
作
風
で
す
が
、鉄
分
の
多
い
陶
土
を
焼
き
締
め
た
風
合
い
は
、

暗
褐
色
を
基
調
に
素
朴
で
重
厚
な
能
野
焼
の
輝
き
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

島
の
陶
芸
隆
盛
を
願
う
私
は
、
今
回
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
応
援
に
感
謝
し

つ
つ
、
焼
き
物
を
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
と
し
て
宣
伝
活
用
し
、
産
業
振

興
に
努
め
ま
す
。

種子島産の壺をヴィラ・ド・ビスポ市長に贈呈

調 

味 

料

市政の窓



⑨

　元気な方も
　　通院中の方

も

■問い合わせ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22-1111（内線 311/312）

西之表市国民健康保険被保険者の方へ

1年に1回特定健診を受診しましょう

◇特定健診とは？◇
　死亡原因の約６割を占める生活習慣病（脳卒中や心臓病など）予防のために、40歳から 74 歳までの方を
対象に動脈硬化の進行のもとになる「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」に着目した健診です。

通院中の方も対象 通院での血液検査項目と特定健診の血液検査項目は違う場合があります。

◇なぜ「毎年」特定健診を受ける必要があるの？◇

ステージ 1 ステージ 5ステージ 4ステージ 3ステージ 2

不適切な生活習慣 要介護・死亡重症化生活習慣病生活習慣病予備軍

  ・突然死
  ・寝たきり

  ・心臓病
  ・脳卒中
  ・人工透析
  ・失明

  ・肥満症
  ・糖尿病
  ・高血圧症
  ・脂質異常症

  ・肥満
  ・血糖高値
  ・血圧高値
  ・脂質異常

◇どのように受診するの？◇
　右の受診券（緑色ハガキ）・保険証を持って、集団健診（保健センターすこやか）
または個別健診（市契約医療機関）で受診をお願いします。

※受診券がお手元にない方は、再発行できますのでご連絡ください。
※人間ドックを受診する方は、特定健診受診とみなされます。

身体計測（身長体重・ＢＭＩ・
腹囲）・問診・血圧・診察

尿検査（尿たんぱく・
尿糖・潜血）

血液検査（血糖・脂質・
肝機能・腎機能など）

医師による
追加検査

 ・不適切な食生活
 ・運動不足
 ・多量飲酒・喫煙

ステージを下げるには特定健診受診・生活習慣改善が必要！

健診未受診
不定期受診

◆生活習慣病は自覚症
状が出にくい

◆からだへの悪影響は
１年でも進行

急な医療費で
　　　　家計に負担！

家族や仕事への影響大！

突然の発症

〇集団健診〇
【健診日】
　11 月 15 日（金）、
　11 月 16 日（土）
【受付】7：30 ～ 9：30
【場所】市保健センターすこやか

〇個別健診〇
【期間】令和 2年 1月 31 日まで
　種子島医療センター ( 要予約 )  22-0960
　井元医院  22-0075
　中目医院  23-0350　
　百合砂診療所  28-3901

市政の窓
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■問い合わせ先　市役所市民生活課市民係　☎ 22-1111（内線 302）

⑪ 市政の窓



　　　　　県立中種子養護学校
　　　　　   公開授業・研修会・学習発表会
「公開授業・研修会」
　中種子養護学校の教育や、特別支援教育に対
する理解を深めていただくため、公開授業及び
研修会を開催します。、幼・保、認定こども園、
小、中、高校の先生方や、関係機関の職員の方々、
地域の方々など、どなたでも参加できます。
【日時】11 月 8日（金）10 時～ 16 時 35 分
【開催場所】県立中種子養護学校
【主な内容】○公開授業、校内参観
○中種子養護学校主題研究説明
　『夢に向かって挑戦する子どもを目指したカ
リキュラムの確立』
【申込方法】中種子養護学校まで電話で申し込
んでください。

「第 44回学習発表会」
　中種子養護学校では、次のとおり学習発表会
を開催します。ぜひご来場ください。
【日時（場所）】11 月 30 日（土）
　舞台発表 9：20 ～ 11：30（同校体育館）
　作業学習製品販売※ 11：45 ～ 12：20（中学部・
高等部教室）
※…窯業製品、木工製品、手芸・紙工製品等

■問い合わせ先
　県立中種子養護学校　担当：市之瀬
　☎ 27-2818

　　　　ご存じですか？「税を考える週間」
　11月 11日から 17日までは「税を考える週間」
です。
　この週間は、国民生活に深い関わりを持つ税
について、その意義（必要性）や役割（使途）
を分かりやすく説明することで、税に対する理
解をより深めていただくために設けています。
　今年のテーマは、「くらしを支える税」です。
国税庁ホームページ内に特設ページを設け、国
税庁の各種取組みについてご紹介しています。
ぜひご覧ください。

■問い合わせ先
　種子島税務署
　☎ 22‐0440
　　（自動音声案内で「2」を選択）

税 金

税を考える週間

お 知 ら せ　　　　　11 月は児童虐待防止推進月間ですお 知 ら せ

　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
身体的虐待 …殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、
激しく揺さぶる、やけどを負わせる、おぼれさ
せる、家の外にしめ出すなど
性的虐待 …子どもへの性的行為、性的行為を見
せる、ポルノグラフィの被写体にするなど
ネグレクト …乳幼児を家に残して外出する、食
事を与えない、ひどく不潔なままにする、自動
車の中に放置する、重い病気になっても病院に
連れていかない、他の人が子どもに暴力をふる
うことなどを放置するなど
心理的虐待 …言葉で脅かす、無視する、きょう
だい間で差別的な扱いをする、子どもの目の前
で家族に対して暴力をふるう（DV）など

◎子どもや保護者のこんなサインを見落
としてはいませんか？
【子ども】
●いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り
声がする。
●不自然な傷や打撲の跡がある。
●衣類やからだがいつも汚れている。
●落着きがなく乱暴である。
●表情が乏しい、活気がない。
●夜遅くまで一人で家の外にいる。
【保護者】
●地域などと交流が少なく、孤立している。
●小さい子どもを家においたまま外出している。
●子育てに関して拒否的・無関心である。
●子育てに関して強い不安や悩みを抱えている。
●子どものケガについて不自然な説明をする。

◎「しつけ」が行き過ぎると虐待にあた
ることもあります
　子育てで、しつけと称して叩いたり怒鳴った
りすることは、子どもの成長の助けにならない
ばかりか、悪影響を及ぼす可能性があります。
※あなたの 1本の電話で救われる子どもがいま
す。「児童虐待かも」と思ったらすぐにお電話
ください。

■連絡先
　市福祉事務所市民総合相談係☎ 22‐1111
　児童相談所（全国共通３ケタダイヤル）
　☎ 189（いちはやく）

⑫市政の窓



　

市
内
学
校
の
学
生
や
、
関
係
す
る
学
生
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
☎

０
９
９
７
‐
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
７
）
へ
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

９
月
26
日
（
木
）、
27
日
（
金
）
の
２
日
間
、

伊
関
小
学
校
に
上
西
小
、
国
上
小
、
安
納
小
、

伊
関
小
の
４
校
、
住
吉
小
学
校
に
古
田
小
、
安

城
小
、
現
和
小
、
住
吉
小
の
４
校
の
児
童
が
そ

れ
ぞ
れ
集
ま
り
、
集
合
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
規
模
校
・
複
式
学
級
の
児
童
に

集
団
で
の
学
び
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

集
団
で
の
学
び
を
経
験

　
　
　

伊
関
小
と
住
吉
小
で
集
合
学
習

Pick
  up　

小
規
模
・
複
式
教
育
の
充
実

も
の
で
す
。

　

２
学
期
と
３
学
期
に
、
低
学
年
、

中
学
年
、
高
学
年
ご
と
に
日
程
を

分
け
て
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は

低
学
年
（
１
・
２
年
生
）
が
対
象
。

各
学
校
合
同
で
単
式
学
級
を
編
制

し
、
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
関
小
訪
問
時
は
、
１
年
生
が

算
数
（
か
た
ち
）
の
授
業
、
２
年

生
が
体
育
（
ボ
ー
ル
な
げ
ゲ
ー
ム
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

他
校
の
児
童
と
意
見
を
交
わ
し

た
り
、
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
り
し
て
、

い
き
い
き
と
し
た
表
情
で
授
業
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。
２
日
間
で
他

校
の
児
童
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

新
し
い
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

◆
市
内
で
は
11
校
中
８
校
（
１
校

休
校
）
が
、
複
式
学
級
を
有
し
て

い
ま
す
。
市
教
育
委
員
会
・
各
学

校
で
は
、
集
合
学
習
等
を
通
し
て
、

中
学
校
で
の
環
境
の
変
化
（
単
式

学
級
）
に
少
し
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１年生

2年生

　　■出展団体  市内華道団体・ふるさとまなび～隊（市内小学生）　■入場時間  10 時～ 16 時  ■入場無料
　　■いけばな体験  11 月 24 日（日）・10 時 30 分～ 12 時・参加費無料・先着 50 名様　■主催  西之表市教育委員会
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国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
2
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

　

国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
の
ラ
イ
ア
ン
・

ゼ
ェ
イ
ク
ス
さ
ん
が
、
鉄
砲
館
で
初
め
て

外
国
人
観
光
客
の
方
に
通
訳
を
行
い
ま
し

た
。

　

対
応
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
鉄
砲
館
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
か
ら
展
示
の
説
明
を
教
わ

り
、
一
つ
ず
つ
練
習
を
行
い
臨
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
20
人
ほ
ど
の
観
光
客
に
緊
張

し
な
が
ら
も
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
一
緒

に
案
内
を
行
い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

外
国
人
）
対
策
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

№ 6

鉄
砲
館
で
初
め
て
の
通
訳

〈
ラ
イ
ア
ン
さ
ん
の
感
想
〉

　

展
示
な
ど
は
上
手
く
通
訳
で
き
ま
し

た
が
、
ジ
オ
ラ
マ
が
既
に
始
ま
っ
て
お

り
、
素
早
く
案
内
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
観
光
客
に
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
と
展
示
の
観
賞
を
さ
せ
て
あ
げ
た

か
っ
た
で
す
。

　

外
国
人
観
光
客
グ
ル
ー
プ
と
関
係
の

な
い
他
の
日
本
人
観
光
客
も
い
ま
し
た

か
ら
、
私
の
通
訳
で
邪
魔
し
な
い
よ
う

に
す
る
の
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
は
記
念
写
真
を
撮
り
、
観
光

客
は
バ
ス
へ
向
か
い
ま
し
た
。
バ
ス
に

乗
る
前
に
は
、
日
本
語
が
上
手
な
外
国

人
観
光
客
の
内
の
一
人
が
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
中
に
宇
宙
飛
行
士
が
い
る
こ
と
を

い
き
な
り
指
摘
し
、
お
見
送
り
の
皆
さ

ん
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
が
鉄
砲
館
か
ら
出
発
し
た
ら
、

私
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
何

と
か
通
訳
を
行
え
て
良
か
っ
た
で
す
。

今
度
は
も
っ
と
い
い
案
内
や
通
訳
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑭市政の窓



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

№ 202

〜
シ
リ
ー
ズ
人
権
№
３
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
時
、
こ

ん
な
こ
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
匿
名
だ
か
ら
何
を
書
き
込
ん
で
も
い
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
悪
口
や
差
別
的
な
言
葉
、
う
そ
、
う
わ
さ
、

暴
力
的
な
言
葉
を
書
き
込
ん
で
は
い
ま
せ

ん
か
？

・
安
易
に
自
分
の
写
真
や
情
報
な
ど
を
載

せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
う
の
み

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
を
い
い
か

げ
ん
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
出
処
不
明
の
情
報
を
安
易
に
拡
散
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
だ
け
ど
…

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、
生
活
に

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
名
誉
棄
損
・
誹
謗
中
傷
、
差

別
を
助
長
す
る
書
込
み
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
個
人
情
報
の
流

出
な
ど
、
匿
名
で
の
書
込
み
が
可
能
な
こ

と
を
悪
用
し
た
様
々
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

◆
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

一
度
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
は

世
界
中
に
広
が
り
ま
す
。
被
害
者
の
精
神

的
負
担
も
大
き
く
、
名
誉
棄
損
の
罪
に
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

画
面
の
向
こ
う
に
は
必
ず
感
情
を
持
っ

た
人
が
い
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
モ
ラ

ル
を
守
っ
て
、
便
利
で
安
全
な
ネ
ッ
ト
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
も
し
、
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
れ
ば
、
被
害
者

は
そ
の
運
営
者
に
削
除
を
求
め
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
削
除
申
請
は
メ
ー
ル
や
文
書

で
行
い
、
証
拠
を
残
す
と
と
も
に
、
誹
謗

中
傷
に
あ
た
る
書
き
込
み
や
写
真
・
動
画
、

そ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

＊
参
考

　
「
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
‐
考
え
よ
う
！
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
‐（
三
訂
版
）」（
法
務
省 

人
権
擁
護
局
）

　

 「
じ
ん
け
ん
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
鹿
児
島
県
）

移
動
図
書
館
車
を
利
用
し
よ
う
！

　

市
立
図
書
館
に
は
、
市
内
の
各
地
域
を
月

１
回
ず
つ
計
３
回
巡
回
す
る
移
動
図
書
館
車

「
あ
お
ぞ
ら
２
号
」
が
あ
り
ま
す
。
移
動
図
書

館
車
に
は
約
２
７
０
０
冊
の
本
を
載
せ
て
い

て
、
事
前
に
図
書
館
に
リ
ク
エ
ス
ト
の
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
本
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

お
持
ち
し
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
で
も
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
導
入

し
て
い
る
の
で
、
返
却
・
貸
出
や
本
の
検
索
も

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。
貸
出
期
間
は
次
の
月

の
巡
回
日
ま
で
約
１
か
月
で
す
。
ま
た
、
市
立

図
書
館
で
借
り
た
本
を
移
動
図
書
館
車
に
預
け

て
返
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
移
動
図
書

館
車
で
借
り
た
本
を
市
立
図
書
館
で
返
却
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

絵
本
や
児
童
向
け
の
本
も
た
く
さ
ん
載
せ

て
い
ま
す
。
お
近

く
に
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▲利用の様子

▲移動図書館車

【主な巡回地域】
第 1コース：上西・伊関・国上・榕城
第 2コース：安納・現和・安城・立山・中割
第 3コース：住吉・古田・榕城
※詳しい巡回日程はMBCデータ放送、図書館ホー
ムページをご覧いただくか、図書館にお問い合わ
せください。

西之表市　図書館 ※テレビのリモコンの①（MBC）⇒ｄボタン⇒西之表市
からのお知らせ⇒移動図書館巡回日程のお知らせ
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■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

税
額
を
軽
減
！　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
〜

消
費
生
活
の
窓

詐
欺
・
模
倣
品
サ
イ
ト
は
こ
こ
を
確
認
！

　

サ
イ
ト
閲
覧
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

■
消
費
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

①
日
本
語
の
字
体
、
文
章
表
現
が
お
か
し
い
。

②
販
売
価
格
が
大
幅
に
割
引
さ
れ
て
い
る
。

③
事
業
者
の
住
所
の
記
載
が
な
い
。
住
所
を
調

べ
る
と
田
畑
、
個
人
宅
に
な
っ
て
い
る
。

④
事
業
者
へ
の
連
絡
方
法
が
、
問
合
せ
フ
ォ
ー

ム
や
フ
リ
ー
メ
ー
ル
だ
け
で
あ
る
。

⑤
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
の
み
で
あ
る
。

⑥
利
用
規
約
等
に
お
か
し
な
記
載
が
あ
る
。

⑦
サ
イ
ト
内
リ
ン
ク
が
適
切
に
機
能
し
な
い
。

⑧
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ
表
記
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
正
式

な
英
語
表
記
と
少
し
だ
け
異
な
る
。

⑨
個
人
情
報
を
入
力
す
る
画
面
に
、
情
報
を
暗

号
化
し
た
通
信
方
法
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
商
品
が
届
か
な
い
」、「
偽
物
が
届
い
た
」
な

ど
の
詐
欺
・
模
倣
品
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
右
の
項
目
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
当
該
サ
イ
ト
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
情
報
を
調
べ
て
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詐
欺
・
模
倣
品
サ
イ
ト
を
完
全
に
見
分
け
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た

場
合
は
、
購
入
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
困
っ
た
と
き
は
、
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１い

や

や
８
８
」）

発生件数　 11 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 15 人

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,720 4,089 7,809 3,964
上西 241 259 500 278
下西 1,041 1,161 2,202 1,169
国上 501 544 1,045 575
伊関 187 202 389 212
安納 189 202 391 224
現和 592 611 1,203 661
安城 142 145 287 165
立山 49 43 92 51
中割 42 46 88 54
古田 171 202 373 195
住吉 385 456 841 475

［校区別］

［火　災］
出火件数　 1 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　63 件
うち急病　37 件

9 月分

10 月 10 日現在（累計）

［人口］
全体 15,220 人（± 0）
男性 7,260 人（＋ 6）
女性 7,960 人（－ 6）
［世帯数］
8,023 世帯（－ 3）
（　）内の数字は前月比

9月末現在

交通事故

火災・救急

人口・世帯

暮らしの窓

（人身事故）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
社
会
保
険
料
控
除
と

な
り
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
控
除
対
象
（
令
和
２
年
の
申
告
）】

　

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
の
全
額

※
過
去
の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も

含
ま
れ
ま
す
。

※
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
な
ど
）
の

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
納
付
し
た
人

の
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す

　

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
、
11
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

申
告
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
通
常
よ
り
遅
れ
て

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
翌
年
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◆
控
除
証
明
書
の
納
付
見
込
額
以
上
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
と
き
は
…

　

本
年
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
保
険
料

は
、
次
回
（
令
和
２
年
）
の
申
告
・
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
の
納
付
済
額
（
見
込
額
が

あ
る
場
合
は
合
計
額
）
に
追
加
で
納
め
た

保
険
料
額
を
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
の
際
は
、
送
付
さ
れ
た
控
除
証

明
書
と
追
加
で
納
め
た
保
険
料
の
領
収
証

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

  

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

⑯市政の窓



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）

　

☎
２
３
‐
５
２
２
５　

高
齢
者
支
援
課
で

は
、
鹿
児
島
大
学
病
院

と
連
携
し
、
各
地
区
の

元
気
ア
ッ
プ
体
操
参
加

者
を
中
心
に
「
種
子
島

ス
タ
デ
ィ
事
業
」
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気

で
長
生
き
で
き
る
よ

う
、「
身
体
機
能
・
栄

養
状
態
・
口
腔
機
能
」

を
総
合
的
に
チ
ェ
ッ

ク
。
低
下
し
て
き
て
い

る
体
の
機
能
を
早
め
に

見
つ
け
、
機
能
を
維
持

す
る
方
法
を
大
学
病
院
の
先
生
が
助
言
し
ま
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
取
組
み
を
始
め
、
現
在
14
地
区

で
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
順
次
取
組
み
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
こ
ん
な
検
査
が
あ

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
参
加
し
て
良
か
っ

た
」、「
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
相
談
で
き

て
良
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

「
種
子
島
ス
タ
デ
ィ
」
始
ま
り
ま
し
た
‼

「
こ
う
の
と
り
」
８
号
機

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

　

９
月
25
日
（
水
）

午
前
１
時
５
分
５

秒
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
８
号
機
で

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機
「
こ
う

の
と
り
」
８
号
機

が
打
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
に
飛

行
し
、
約
15
分
２
秒
後
に
「
こ
う
の
と

り
」
を
正
常
に
分
離
。
そ
の
後
「
こ
う

の
と
り
」
は
順
調
に
飛
行
し
、
９
月
29

日
（
日
）
午
前
２
時
55
分
に
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
結
合
し

ま
し
た
。

　

世
界
最
大
級
の
補
給
能
力
を
も
つ「
こ

う
の
と
り
」
は
、
約
６
ト
ン
も
の
物
資

輸
送
が
可
能
。
８
号
機
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

の
運
用
に
必
要
な
保
全
用
品
や
シ
ス
テ

ム
搭
載
品
・
実
験
機
器
、
宇
宙
飛
行
士

の
飲
料
水
や
生
鮮
食
品
・
生
活
用
品
の

ほ
か
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
か
ら
放
出
さ
れ
る
超
小

型
衛
星
な
ど
を
運
搬
し
て
い
ま
す
。

　

荷
物
を
運
び
終
え
た
「
こ
う
の
と
り
」

は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
１
か
月
ほ
ど
滞
在
し
た

後
、
廃
棄
物
を
積
み
込
み
地
球
の
大
気

圏
へ
再
突
入
し
、
焼
却
廃
棄
さ
れ
ま
す
。

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★
★

★
★★ ★

★
★★ ★ ★

ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
時
刻
は

　

ど
う
や
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
？

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
、
地
球
と
宇
宙
を
結
ぶ

重
要
な
輸
送
手
段
で
す
。
そ
の
打
上
げ

時
刻
は
、「
荷
物
」
で
あ
る
人
工
衛
星

の
目
的
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

予
定
時
刻
ぴ
っ
た
り
で
打
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
20
分
〜
30
分
の

時
間
内
に
打
ち
上
げ
れ
ば
よ
い
も
の
な

ど
、
衛
星
を
い
つ
ど
の
よ
う
な
軌
道
へ

投
入
す
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
こ
う
の
と
り
」
は
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
に
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
発
射
場
が
地
球
の
自
転
で
Ｉ
Ｓ

Ｓ
の
軌
道
面
を
横
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
を
追
い
か
け
る
方
向
に
、

予
定
時
刻
ぴ
っ
た
り
に
打
上
げ
ま
す
。

「
宇
宙
芸
術
祭
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

今
年
の
「
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
」
は

10
月
19
日
（
土
）
〜
11
月
24
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

宇
宙
科
学
技
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
は
、「
Ｇ
Ｔ
８
２
１
５
『
世

阿
弥
』
２
０
１
７
」
と
い
う
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ
ブ
ジ
ェ
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
に
つ
な
が
る
お
も
り
の
重
さ

で
空
中
に
浮
か
ん
で
い
ま
す
。

　

来
館
の
際
は
、
展
示
と
合
わ
せ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

こうのとりに入室する ISS 搭乗クルー

広告

▲沖ケ浜田「はまゆう会」の皆さんとスタッフ ▲口腔機能のチェック
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（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

外
園　

重
夫

89

岳
之
田

中
村　

ノ
リ
子

88

西
俣

池
田　

公
栄

85

鴨
女
町

坂
中　

繁

84

塰
泊

古
田　

タ
マ

94

浜
脇

松
村　

博

59

松
畠

宮
里　

滿
男

87

城

検
見
崎　

シ
ツ
ヱ

98

東
町

内
田　

ム
メ
エ

98

里
之
町

𠮷
留　

ノ
リ
子

86

中
西

蓑
茂　

博
雅

78

軍
場

榎
本　

能
治

91

塰
泊

濱
川　

勇

82

納
曽

榎
本　

ナ
リ

92

西
町

牧
瀬　

キ
ミ
ヱ

82

深
川

二
階
堂　

延
子

99

池
野

今
門　

ト
シ

87

十
六
番

窪
田　

弘

76

桜
園

上
妻　

カ
ズ
子

93

塰
泊

園
田　

睦
子

84

鴨
女
町

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
８
月
受
付
分
）

戸籍の窓

（
寄
付
者
名
）（
住
所
）（
故
人
名
）

上
妻　

節
子
古
田
中
之
町

上
妻　

宗
三
郎

榎
本　

茂
樹
軍
場

榎
本　

義
樹

榎
元　

由
美
松
畠

原
田　

正
一

河
野　

ス
ミ
子
西
町

河
野　

千
鶴
子

東　

健
一
郎
榕
城
中
目

東　

ト
シ

松
野　

康
江
桜
園

松
野　

ス
ミ
子

里
村　

知
子
西
町

里
村　

定
夫

砂
坂　

誠

湊

砂
坂　

貞
子

髙
尾
野　

キ
ク
子
古
田
中
之
町

髙
尾
野　

棄
男

日
髙　

シ
ヅ
子
大
平

日
髙　

驍

平
野　

学

形
之
山
平
野　

畩
則

山
田　

ヌ
イ
子
軍
場

山
田　

文
𠮷

木
原　

一
郎
武
部

木
原　

ヒ
デ

濱
元　

恵
子

庄
司
浦
濱
元　

辰
雄

伊
藤　

テ
ル
子
鴨
女
町
伊
藤　

博

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
付

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

日
髙　

大
祐　
　
　

城　
　

　
　

＆

池
村　

匡
代　
　
　

天
神
町

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
10
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
10
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

お
く
や
み（
〜
10
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

下
園　

幸ゆ
き
ほ歩

男
隆
幸

智
美

庄
司
浦

井
上　

陽ひ
な
た葵

女
貴
博

淳
美

霧
島
市

上
野　

結ゆ
か
り雁

女
優
太

し
ず
か
上
石
寺

川
内　

花か
り
ん梨

女
駿

志
織

榕
城
中
目

日
髙　

蓮は
お凰

男
省
吾

智
代

若
宮

谷
森　

円ま
ど
か楓

女
健
一
郎

育
美

天
神
町

長
野　

栞し
お
り里

女
清
和

千
賀
子
里
之
町

中
澤　

八や
ひ
ろ大

男
重
光

貴
美
子
浜
脇

南　

こ
ま
ち

女
正
樹

香
織

柳
原

南　

ひ
よ
り

女
正
樹

香
織

柳
原

中
園　

笑に
こ心

女
紀
元

杏
朱

松
畠

山
口　

夕ゆ
わ和

女
ガ
ル
メ
ス
，
マ

チ
ュ
ー
ピ
エ
ー

ル
ア
ラ
ン

有
美

大
野

広告 広告

榎
本　

ノ
リ

87

大
花
里

萩
原　

末
春

70

湊

花
田　

マ
サ
エ

93

大
花
里

長
野　

フ
ミ
子

82

大
野

能
野　

末
美

89

上
能
野

⑱市政の窓



広
告
の
ひ
ろ
ば
裏
表
紙
へ
続
く

広告

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

彼
岸
花
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
昔
も
今
日
も
生
家
の
庭
に

あ
ま
り
に
も
突
然
す
ぎ
る
師
の
訃
報
信
じ
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
日
は
過
ぐ

時
尭
が
火
縄
銃
を
普
及
さ
せ
戦
乱
の
世
を
太
平
の
世
に

名
月
が
雲
を
ス
イ
ス
イ
飛
び
越
え
て
秋
の
夜
空
を
西
へ
駆
け
ゆ
く

今
此
処
に
命
は
在
る
と
知
ら
し
め
る
蝉
の
時
雨
に
吾
は
濡
れ
お
り

朝
空
を
仰
ぐ
彼
方
の
千
切
れ
雲
小
雲
手
懐な

ず

け
東
を
指
し
ぬ

己
が
生
完
全
燃
焼
さ
れ
逝
く
や
師
の
報
聞
く
は
盂
蘭
盆
の
朝

孫
達
の
誘
い
に
の
り
て
長
崎
へ
会
え
ば
と
ろ
け
る
ジ
ー
ジ
が
一
人

オ
ー
キ
ニ
ナ
呂
律
も
ま
わ
ら
ぬ
夫つ

ま

の
声
形
見
に
残
る
感
謝
の
五
文
字

文
か
わ
す
女ひ

と

も
あ
り
し
が
青
春
の
ま
だ
捨
て
も
せ
ず
四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ

赤
尾
木
の
浦
に
美
し
馬
毛
の
島
煙
る
や
硫
黄
雲
間
開
聞

朝
涼
に
心
成
し
か
な
静
け
さ
は
蝉
の
鳴
く
声
淋
し
く
聞
ゆ

コ
ス
モ
ス
の
秋
の
静
か
さ
住
吉
に

セ
ミ
の
声
夏
終
わ
る
と
き
最
期
鳴
く

サ
ン
マ
柿
サ
バ
も
食
べ
た
し
秋
の
日
に

海
に
行
き
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
て
魚
釣
る

桜
園
・
今
井　

多
輝
子

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

わ
ら
び
苑
・
折
戸　

イ
ク
子

屋
久
島
町
・
栗
﨑　

和
子

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

野
木
平
・
福
元　

ヤ
エ
子

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

本
立
・
吉
永　

正

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
か
ず
ひ
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
さ
か
ず

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
み
つ
あ
き

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ミ
ノ
ル

広告

※「暮らしの窓」は
　16 頁に掲載しています。

広告

青果状況【9月】

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 152 111 4,745 576
葉茎菜
　　類 149 110 6,117 1,410

果菜類 902 396 3,543 1,339
その他 3,241 724 5,673 1,056
小 計 4,444 1,341 20,078 4,381

果
物
類

か ん 　
きつ類 0 0 1,475 323

果瓜類 0 0 49 12
その他 63 18 2,568 853
小 計 63 18 4,092 1,188

鳥 卵・　　
加 工 品 等 66 37 807 229

花　類 15,152
本 539 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
30 トン

5トン
（17％）

25 トン
（83％）

取引額
774 万円

194 万円
（25％）

580 万円
（75％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《11月の休み》3日・4日・10日・13
日・17日・23日・24日・27日

⑲ 市政の窓



広
告
の
ひ
ろ
ば

［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

℡
0997‐

22‐
0476

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。
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3 5日昇製糖工場
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